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【細則・申し合わせ】
１　競技開始後、雨が降り出した場合は、競技に支障のない限り続行する。
２　試合はすべて、7ゲームマッチとする。
３　コート割りおよび進行については、別表の通りとするが、天候その他やむを得ない事情により変更する場合がある。
４　マッチについて
（１）マッチ開始前の練習は1分以内とする。ただし、進行上省略することがある。
（２）マッチ中は連続的にプレーすること。プレーの進行に支障をきたすようなパートナーとの過度な打ち合わせをしない。
（３）マッチ中、過度なかけ声や、相手を不快にさせる発声をしないこと。
（４）審判に対する異議申し立てはできないものとする。
（５）マッチ中のコーチは、サイドのチェンジおよびファイナルゲームに入る前のインターバルの1分以内において認められる。
５　コーチする者は、団体戦は監督、個人戦はベンチ入り指導者のみであり、必ず所定のベンチにてコーチをすること。
６　団体戦について
（１）初戦のオーダーは、2日目の受付時に提出する。以後のオーダーは、試合終了後速やかに提出する。
（２）リーグ戦のため、対戦はすべて3試合とも行う。
（３）2ペアのチームについては、3番手を棄権（０－４で相手の勝ち）とする。
（４）2ペアのチーム同士の対戦については、代表戦を行う。その際にはオーダー提出時に３番目のペアをあらかじめオーダーに明記して行う。（その３番目のペアはチームの４名でどのようなペアを作ってもよい。）
（５）勝ち点が同じ場合の順位決定の仕方については次の通りとする。
ア　２者が同率の場合は、対戦の勝者を優位とする。
イ　３者以上が同率の場合には、以下の順とする。
a　得マッチ数から失マッチ数を減じた値が大きいチームを優位とする。
b　合計得ゲーム数から合計失ゲームを減じた値の大きいチームを優位とする。
c　合計得ポイントから合計失ポイントを減じた値が大きいチームを優位とする。
７　個人戦については３位決定戦を行わない。

【その他注意事項】
１　駐車場は、付帯の駐車場を利用すること。
２　応援は、節度をもって行うこと。（鳴り物は禁止）
３　競技中の疾病、傷害については、応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置すること。
４　喫煙は、必ずコート外の指定場所で行い、吸殻は各自で持ち帰ること。
５　貴重品の管理は各自で責任を持って確実に行うこと。
６　ゴミ等は各自で必ず持ち帰ること。
７　施設の利用に関して、マナーやルールを厳守すること。
８　大会運営にあたる競技役員、審判員、補助員には十分礼を尽くすようにご指導ください。
【会場】
松本市浅間温泉庭球場公園　コート１２面使用予定

【役員】
会場長　　　　  （校　長）　　　　　東御清翔高等学校　　　　佐原　智行　　　
副会場長　　　　（教　頭）　　　　　東御清翔高等学校　　　　腰原　英徹
会場責任者　　　（定通専門委員）　　東御清翔高等学校　　　　岩崎　隆芳
競技委員長　　　（長野県高体連ソフトテニス専門部より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊那弥生ヶ丘高等学校   轟　秀夫
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
